
別紙３

平成 29年確認書履行状況について

令和４年３月２４日

島根県土木部河川課

第１０回

神戸川の潮発電所水利使用に関する調整会議



（１）平成２９年確認書による環境放流の確認について 
    平成２９年確認書による環境放流として、来島ダムでは常時毎秒２立

方ﾒｰﾄﾙ、窪田取水堰では毎秒2.078 立方ﾒｰﾄﾙ以上、八幡原取水堰では毎
秒2.059 立方ﾒｰﾄﾙ以上を下流に放流することとなっており、県河川課で
は中国電力(株)より１週間毎に放流実績データの報告を受けている。過
去５年の放流量は別添グラフ１のとおりであり、環境放流が遵守されて
いることを確認している。 

    また、平成３０年に「来島ダム環境放流量等確認要領」を策定し、県
と出雲市、飯南町で平成３０年から令和３年まで毎年１回、要領に基づ
く現地確認を別添表１のとおり行っており、環境放流が適切に実施され
ていることを確認している。 

（２）神戸川の流況について 
    県河川課では、神戸川の流況として、国交省出雲河川事務所よりデー

タ提供を受けて、志津見ダムの貯水位、放流量、流入量および馬木地点
での流量を整理している。過去５年の状況は別添グラフ２のとおりであ
り、志津見ダムにおいて流入量減少時にも一定量が放流されているこ
と、馬木地点での正常流量（かんがい期：毎秒4.4 立方ﾒｰﾄﾙ、非かんが
い期：毎秒3.1 立方ﾒｰﾄﾙ）が確保されていることを確認している。 

【参考１：神戸川の水質について】 
    県河川課では、神戸川の水質として、佐田町下橋波の野土橋付近、乙

立町の上乙立橋付近の２地点で、水質に関する主要な項目を毎月観測し
ている。過去５年の状況は別添グラフ３のとおりであり、一定の水質が
保たれていることを確認している。 

  【参考２：県環境政策課が実施している神戸川水質調査の結果】 
【参考３：志津見ダムフラッシュ放流の実施状況】 
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流量確認地点 位置図

八幡原取水堰
（中国電力）

窪田取水堰
（中国電力）
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来島ダム・窪田取水堰・八幡原取水堰データ（H27～R3）
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来島ダム環境放流量等確認要領に基づく現地確認の実施状況について

確認方法： 下記の確認内容を、島根県、出雲市、飯南町担当職員が合同で毎年１回現地で確認。

確認内容： 来島ダム、八神水位観測所、窪田取水堰、八幡原取水堰の観測機器稼働状況、観測記録出力状況、機器点検等管理状況を確認。

確認結果： これまで４回において、適正な観測機器・管理体制のもと、環境放流が適切に実施されていることを確認した。

確認回数 確認実施日 確認実施職員

１(試行) 平成３０年　５月３１日 県河川課３名、出雲市農林基盤課３名、飯南町総務課１名

２ 令和　元年　５月　９日 県河川課３名、出雲市農林基盤課２名、飯南町総務課１名

３ 平成　２年　６月１８日 県河川課１名、出雲市農林基盤課３名、飯南町総務課１名

４ 平成　３年　６月　１日 県河川課１名、出雲市農林基盤課２名、飯南町総務課１名

平成３０年

現地確認 →

実施状況

令和元年

現地確認 →

実施状況

令和２年

現地確認 →

実施状況

令和３年

現地確認 →

実施状況
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志津見ダム・馬木地点データ（H27～R3）
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確保流量4.0 m3/s
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[生活環境の保全に関する環境基準（河川）] 

(ｐＨ) (ＢＯＤ) (ＳＳ) (ＤＯ)

水道１級

自然環境保全

及びＡ以下の欄に掲げるもの

水道２級

水産１級

水浴

及びＢ以下の欄に掲げるもの

水道３級

水産２級

及びＣ以下の欄に掲げるもの

水産３級

工業用水１級

及びＤ以下の欄に掲げるもの

工業用水２級

農業用水

及びＥの欄に掲げるもの

工業用水３級

環境保全

－

Ｅ
ごみ等の浮遊が
認められないこと。

－

項目

類型

ＡＡ

基準値

大腸菌群数

Ａ

Ｂ

Ｃ －

Ｄ

浮遊物質量 溶存酸素量
生物化学的酸素要

求量
水素イオン
濃度

利用目的の
適応性

6.5以上
8.5以下

6.5以上
8.5以下

6.5以上
8.5以下

6.5以上
8.5以下

１mg/l以下

6.0以上
8.5以下

6.0以上
8.5以下

10mg/l以下

８mg/l以下

５mg/l以下

50MPN/
100ml以下

1,000MPN/
100ml以下

5,000MPN/
100ml以下

２mg/l以下 25mg/l以下 7.5mg/l以上

25mg/l以下 ５mg/l以上３mg/l以下

25mg/l以下 7.5mg/l以上

５mg/l以上50mg/l以下

100mg/l以下 ２mg/l以上

２mg/l以上

野土橋

上乙立橋
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①ｐＨ 過去５年の値は7.1～8.1であり、流量増減による変化はあるが弱アルカリ性で安定している
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②BOD 過去５年の値は0.5以下～2.3であり、一時的な流量増減による上昇を除くとAA類型基準1.0mg/L以下であった

－ 9 －
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③SS 過去５年の値は0.5以下～30.0であり、一時的な流量増による上昇を除くとAA類型基準25.0mg/L以下であった
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④Ｄｏ 過去５年の値は8.0～13.7であり、季節変動による周期的な変化はあるが、全ての値がAA類型基準7.5mg/L以上であった
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⑤大腸菌群数 過去５年の値は7～17,000であり、ＡＡ類型基準（50MPN/100mL）を上回っているが、過去の数値に比べても悪化の傾向は見られない

年平均値

２，３９７
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２，７４４

年平均値

１，９０４

年平均値

１，２６４
年平均値

１，６０３

年平均値

２，０９０

Ｓ５３～Ｈ２６

平均値 ４，８５１

Ｓ５３～Ｈ２６

平均値 ３，３７７
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３，１００
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２，３８７
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グラフ
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　S53～H26
平均値 4,851

　S53～H26
平均値 3,377



⑥全窒素 過去５年の値は0.24～0.89であり、目安値より高いが過去の数値と比べて悪化の傾向は見られない

Ｓ６０～Ｈ２６

平均値 ０．４５

Ｓ６０～Ｈ２６

平均値 ０．４６

年平均値

０．５８
年平均値

０．５２

年平均値

０．５３

年平均値

０．５３
年平均値

０．５８

年平均値

０．５４

年平均値

０．５６

年平均値

０．５２

年平均値

０．５２

年平均値

０．４９

年平均値

０．５１

年平均値

０．５７

年平均値

０．５６

年平均値

０．４９
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グラフ
３－⑥

　S60～H26
平均値 0.45

　S60～H26
平均値 0.46



⑦全リン 過去５年の値は0.005～0.062であり、目安値より高いが過去の数値と比べて悪化の傾向は見られない

Ｓ６０～Ｈ２６

平均値 ０．０１７

Ｓ６０～Ｈ２６

平均値 ０．０２２

年平均値

０．０１８

年平均値

０．０１９

年平均値

０．０１８
年平均値

０．０２２

年平均値

０．０２１

年平均値

０．０１５
年平均値

０．０１５

年平均値

０．０１１

年平均値

０．０１７

年平均値

０．０１６

年平均値

０．０１１
年平均値
０．０１２

年平均値

０．０１６

年平均値

０．０１９
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　S60～H26
平均値 0.017

　S60～H26
平均値 0.022



（参考） 水質調査項目の概要 

水素イオン濃度（ｐＨ） 

 水の酸性・アルカリ性を示すものでｐＨが 7 のときは中性であり、これより数値の高い場合はアルカリ性、低い場合は酸

性であることを示す。 

生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ） 

水中にある有機物をバクテリアが分解するのに必要な酸素の量をいい、この値により水中にある生物化学的な分解を受け

る有機物の量を示す。ＢＯＤは最も広く使われている汚濁の指標である。 

浮遊物質量（ＳＳ） 

水中に懸濁している不溶解性の粒子状物質のことで、粘土鉱物に由来する微粒子や、動植物プランクトン及びその死骸、

下水・工場排水などに由来する有機物や金属の沈殿などが含まれる。通常の河川のＳＳは 25～100mg/l 以下であるが、降雨

後の濁水の流出時には数百 mg/l 以上になることもある。 

溶存酸素量（ＤＯ） 

水中に溶解している酸素量をいい、有機物による汚染の著しいほど低い濃度を示す。一般に魚介類の生存には 5mg/L 以上

の溶存酸素が必要とされている。 

大腸菌群数 

大腸菌群とは、大腸菌及び大腸菌ときわめてよく似た性質を持つ細菌の総称である。大腸菌群は、多少の例外はあるが、

一般に人畜の腸管内に常時生息し、健康な人間の糞便 1ｇ中に 10 億～100 億存在するといわれている。そのため、微量のし

尿によって水が汚染されてもきわめて鋭敏に大腸菌群が検出され、また、その数に変動をきたす。大腸菌群の検出は容易か

つ確実なので、し尿汚染の指標として広く用いられている。 

全窒素（Ｔ－Ｎ） 

水中に含まれる窒素化合物の総量をいう。Ｔ－Ｎは、全リン（Ｔ－Ｐ）とともに湖沼や貯水池の富栄養化の指標である。

湖沼・貯水池では 0.2mg/l が水域の富栄養化の目安とされている。（河川における目安は示されていない） 

全リン（Ｔ－Ｐ） 

水中のすべてのリン化合物を定量したものをいう。Ｔ－Ｐは、全窒素（Ｔ－Ｎ）とともに湖沼や貯水池の富栄養化の指標

である。湖沼・貯水池では 0.02mg/l が富栄養化の目安とされている。（河川における目安は示されていない） 
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【参考２】
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【参考３】
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